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 オンラインプログラム「わたしと世界をつなぐSDGs」活動報告書 

 １．プログラム概要 

 ●  開催⽇時︓2022年10⽉13⽇（⽊）13︓00〜13︓45 

 ●  対象︓名古屋市⽴鎌倉台中学校 第1学年の⽣徒 127名（事後アンケート回答数より） 

 ●  実施場所︓オンライン会議システムTeams 

 ●  プログラム内容 

 ○  ルマナイサモア講師による45分間のオンラインプログラム 

 ○  サモアの抱える問題を通じてSDGsについて考え、参加⽣徒が世界の問題を知るだけでな 

 く、⾃分たちの暮らしにも密接に関係することを理解してもらい、⾃分たちに何ができ 

 るかを考えることを⽬的に実施 

 ２．事後アンケート結果（127名回答） 

 ＜アンケート結果概要＞ 

 ●  受講者のプログラムの満⾜度は10点満点中、平均で8.5点であった。 
 ●  約88％の受講者が、プログラム受講前と⽐べ、世界との（⼼の）距離が「近くなった」または 

 「やや近くなった」と回答した。 
 ●  約95％の受講者が、SDGsの⾔葉が表す意味または考え⽅を説明することができると回答した。 
 ●  約90％の受講者が、今回のような世界の事柄について知ることができるプログラムがあれば 

 「参加したい」と回答した。 



 ＜アンケート結果詳細＞ 

 【質問1】 本⽇のプログラムに対するあなたの満⾜度を教えてください。（数字が⼤きいほど満⾜） 

    （平均…8.5ポイント） 

 【質問2】プログラムの内容は難しかったですか︖ 

 【質問3】プログラム受講前と⽐べ、受講後のあなたと世界の⼼の距離に変化はありましたか︖ 



 【質問4】プログラム受講後のあなたと世界の⼼の距離を10段階で表すとすると、どのくらいの距離感 
 ですか︖（数字が⼤きいほど近い） 

   （平均…7.29ポイント） 

 【質問5】あなたはSDGsの⾔葉が表す意味や考え⽅を説明することができますか。次のうち、最も当て 
 はまる選択肢を選んでください。 

 【質問6】今回のような世界の事柄について知ることができるプログラムがあれば、また参加したいと思 
 いますか。 



 【質問7】今⽇のプログラムであなたが⼀番⼼に残った話は何ですか︖ 

 感想やご意⾒、質問など、ご⾃由にお書きください。 

 （以下、⼀部抜粋） 

 ●  サモアには綺麗な海があるのに、プラスチックごみで汚されてしまったり、健康に問題のある⼈ 
 が多かったりと、深刻な問題があることを知りました。また、エシカル消費など、⾃分にもでき 
 ることはたくさんあると分かりました。 

 ●  肥満の問題は、その国だけの問題かと思ったけど⾃分たちにも関係あることを聞いて、取り組め 
 ることから改善していこうと思いました。 

 ●  SDGsの事を知れてよかったです。サモアの事についての話を多く触れていたけど⽇本も島国で 
 共通点が多いことを知ってSDGsへの関⼼が⾼まりました。ありがとうございました。 

 ●  SDGsとより距離感が近くなった気がして、気にするようにしようと思いました。本⽇はありが 
 とうございました。 

 ●  エシカル消費で世界に貢献できることが分かってよかったです。今回の話を実践していきたいと 
 思います。 

 ●  今までは何気なく安いものを買っていましたがやすいのには、訳があるということが分かったの 
 でこれからは、フェアトレードのものなどを買っていきたいです。 

 ●  ⾃分の買い物で、世界の誰かを苦しめているとは思いもしなかったので次から買い物はそのよう 
 なことにも気を付けて買いたいと思った。 

 ●  ⽇本は恵まれた国だし達成度も⾼いと思っていたけど17個中緑⾊が数個しかないのを⾒て、⽇本 
 も⾒直すべきことがまだ沢⼭あるのだなと思った。 

 ●  世界中の問題で、私⾃⾝少なからず関係があると思っていました。でも、思っていたより関係し 
 ていたので、これから、今まで以上に気にしながら⽣活していきたいと思いました。 


